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市議会

地域おこし
協力隊

と

伊久身地区
加
か と う

藤　潤
じゅん

さん　名古屋市から

安
あ

部
べ

　正
ただし

さん　横須賀市から

川根地区
村
むら

松
まつ

遼
りょう

太
た

郎
ろう

さん　焼津市から

佐
さ

藤
とう

　洋
ひろ

行
ゆき

さん　川崎市から

にお話を伺いました。

　
「
島
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
皆
さ
ん

は
、都
市
部
な
ど
か
ら
川
根・伊
久
身
地
区
へ
移

住
し
、
地
域
活
性
化
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
隊
員
は
１
～
３
年
間
島
田
市
に
居
住
し

て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販

売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
農
林
産

業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
「
地

域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ

の
定
住
・
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
島
田
市
へ
来
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？
》

•

妻
が
島
田
市
の
出
身
で
、
月
に
１
回
く
ら
い

の
割
合
で
実
家
に
来
て
い
て
良
い
所
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
生
の
可
能
性

を
広
げ
た
い
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

•

静
岡
県
は
良
い
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

•

福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
30

歳
の
時
に
仕
事
を
離
れ
ま
し
た
。
川
根
地
区

の
こ
と
は
以
前
か
ら
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

•

川
崎
市
で
13
年
間
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
人
と
関
わ
る
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

《
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
》

•

週
２
回
、
川
根
小
学
校
で
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と

特 集豊
か
な
自
然　
温
か
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
地
に
住
み
続
け
た
い

地域おこし協力隊の皆さん
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も
協
力
し
て
、
今
年
は
卒
業
式
に
こ
い
の
ぼ

り
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

•

山
の
家
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
運
営
し
て

い
ま
す
。

•

抜
里
駅
舎
跡
で
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

《
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？
》

•

伊
久
身
の
お
祭
り
で
、
隊
員
２
人
で
コ
ン
ト

や
歌
を
30
分
間
披
露
し
ま
し
た
が
、
刺
激
的

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

•

コ
ッ
ク
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
サ
タ
デ
ー
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち
に
料
理
を

教
え
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

《
今
後
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？ 

》

•

光
通
信
網
が
整
う
の
で
、
伊
久
身
地
区
で
Ｉ

Ｔ
関
係
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

•

菩ぼ

提だ
い

山さ
ん

の
桧

ひ
の
き
と
う
げ

峠
で
天
空
の
イ
タ
リ
ア
ン
カ
フ

ェ
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

•

移
住
定
住
事
業
の
企
画
に
参
加
し
た
い
で
す
。

•

各
種
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
り
キ

ャ
ン
プ
場
を
開
設
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
会
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
３
月
27
日
（
火
）
ま
で
40
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
16
日
（
金
）
本
会
議
初
日　
５
議
案
上
程　
議
案
質
疑　
議
員
２
人
が
登
壇

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
３
件
と
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
（
一
般

会
計
１
件
、
特
別
会
計
３
件
）
の
ほ
か
、
条
例
廃
止
案
１
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

議
員
２
人
が
登
壇
し
、
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し
た
。

２
月
19
日
（
月
）・
２
月
20
日
（
火
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

半
日
ず
つ
分
散
開
催
し
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
ほ
か
の
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

２
月
27
日
（
火
）
本
会
議　
５
議
案
可
決　
　
追
加
29
議
案
上
程

２
月
16
日
に
上
程
さ
れ
た
５
議
案
の
全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
８
件
、
公
営
企

業
会
計
２
件
）
の
ほ
か
、
条
例
案
14
件
、
一
般
議
案
４
件
が
追
加
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

３
月
７
日
（
水
）
〜
９
日
（
金
）
一
般
質
問　
議
員
17
人
が
登
壇

３
会
派
の
代
表
議
員
に
よ
る
代
表
質
問
と
議
員
14
人
に
よ
る
個
人
質
問

を
、
一
問
一
答
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。	

（
11
〜
19
ペ
ー
ジ
）

３
月
12
日（
月
）議
案
質
疑　
議
員
13
人
が
登
壇　
　
追
加
４
議
案
上
程

議
員
13
人
が
登
壇
し
、議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
案
２
件
、
一
般
議
案
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｕ
ｐ 

１
～
４
へ
（
５
ペ
ー
ジ
）

３
月
13
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
１
日
ず
つ

分
散
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

	
	

（
８
〜
10
ペ
ー
ジ
）

３
月
27
日
（
火
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
２
議
案
上
程　
35
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し
、

議
員
延
べ
10
人
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
33
議

案
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
３
件
、
一
般
議
案
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、

議
員
１
人
が
登
壇
し
、
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
追
加
上
程
さ
れ
た
２
議
案
は
全
員
賛
成
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
特
別
委
員
会
の
設
置
を
可
決
し
ま
し
た
。

	
	

（
20
・
21
、
23
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
９
億
３
９
３
８
万
円
を
増
額

平
成
30
年
度
当
初
予
算 

全
会
計
７
８
６
億
１
７
２
３
万
円

第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て　
ほ
か
可
決
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〈
議
案
第
12
号　
平
成
30
年
度
島
田
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
６
号　
平
成
30
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
31
号　
第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
31
号　
第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
〉

Q	

引
き
上
げ
の
理
由
は
何
か
。

A	

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
と
、
国
が
定
め
る
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の
負
担
割

合
が
１
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
支
払
い
準
備
金
の
取
り
崩
し
額

が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。

Q	

改
定
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A	

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
、
現
行
の
基
準
月
額
４
５
５
０
円
が
５
１
０
０
円
に

な
る
。

Q	

毎
年
２
億
５
０
０
０
万
円
を
費
や
し
て
い
る
。
向
こ
う
４
年
間
の
計
画
は
。

A	

利
便
性
向
上
の
た
め
、
軽
微
な
変
更
を
行
い
な
が
ら
運
行
し
て
い
く
。

			

現
時
点
で
は
、
抜
本
的
に
見
直
す
計
画
は
な
い
。
将
来
は
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
よ
る
自
主
運
行
、
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
運
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q	

が
ん
検
診
や
特
定
健
診
の
推
進
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

A	

平
日
受
診
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
土
日
に
集
団
検
診
を
行
っ
て
い
る
。
総
合

が
ん
検
診
は
、
特
定
健
診
と
同
時
実
施
や
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
の
検
診
も
個
別
検
診
と
集
団
検
診
の
設
定
が
あ
り
、
受
診
率
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

Q	

糖
尿
病
予
防
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A	

一
定
数
値
以
上
の
人
に
自
己
負
担
な
し
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
測
定
を
行
い
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
て
い
る
。
重
症
化
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
保
健
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

Q	

審
議
会
委
員
は
ど
の
よ
う
な
人
か
。

A	

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
、
公
募
市
民
ら
15
人
で
あ
る
。

Q	

今
後
の
進
め
方
は
。

A	

ス
タ
ー
ト
時
期
は
夏
以
後
。
半
年
間
で
６
回
程
度
開
催
予
定
で
あ
る
。

Q	

市
民
の
意
見
を
ど
う
反
映
す
る
か
。

A	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

Q	

プ
ラ
ザ
お
お
る
り
、
新
市
民
会
館
の
関
連
は
ど
う
か
。

A	

旧
市
民
会
館
が
担
っ
て
い
た
役
割
や
、
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
の
今
後
の
在
り
方
な

ど
、
市
内
の
文
化
施
設
全
体
を
考
慮
し
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
の
理
由
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
今
後
は
？

検
診
や
糖
尿
病
予
防
へ
の

取
り
組
み
は
？

新
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
の

今
後
は
？

Pick
up 1Pick

up 2

Pick
up

Pick
up4 3
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児童福祉費 63億7,577万円
社会福祉費 53億3,858万円
生活保護費・医療福祉費 12億3,843万円

公債費 47億1,131万円

子ども・子育て支援事業推進
小・中学生入院費の無償化。
民間保育所、幼稚園および認定こども園に対する
施設給付・補助金を拡充します。

借金の返済の推進
歳出総額の12.3%にあたる費用を借金の返済に
充当していきます。

129億5,320万円 47億1,131万円

ゆりかご保育園の皆さん 一般会計市債借入残高の推移

民生費 33.9% 公債費 12.3%

※数値は、端数処理で調整してあります。

これに注目!!

新市民病院建設と新東名インターチェンジ周辺開発事業が始動！
平成30年度　島田市会計予算を可決しました

一般会計予算 382億1,500万円
（前年度比16億500万円増）

特別会計予算
企業会計予算

404億 223万円
（前年度比10億2,799万円増）

総  額  予  算 786億1,723万円
（前年度比26億3,299万円増）

　平成30年度に行う事業の予算案が市長から議会に示され、３月13日～15日の３日間に開催された３つの常
任委員会で審査した結果、「可決すべき」と決しました。（Ｐ8～10）
　これを踏まえ、３月27日の本会議最終日に予算案が原案のとおり可決されました。その一部を抜粋し紹介
します。
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保健衛生費 26億 849万円
清掃費 19億7,157万円

保健体育費 15億1,274万円
社会教育費 10億1,850万円
幼稚園費・小学校費・中学校費 10億6,402万円

道路橋りょう費 17億4,897万円
都市計画費 17億3,663万円
土木管理費 ３億3,405万円

総務管理費 26億3,717万円
徴税費 ４億3,396万円
交通安全対策費 ３億5,834万円

健康管理の充実事業推進
感染症予防費・健康診査・がん検診・妊婦健診等
の予防検診の拡充で健康管理の充実をします。

小学校・中学校の施設を充実推進
第四小改築に要する費用、伊太小屋内運動場耐震
補強、大津小屋内運動場地震対策・トイレ改修、川
根小プール改修、第二中トイレ改修等整備します。

新東名島田金谷ＩＣ周辺整備推進
新東名島田金谷ＩＣ周辺内陸フロンティア推進区
域整備事業・賑

にぎ

わい交流拠点の整備事業が進めら
れます。

情報通信技術（ICT）の進展と人材育成推進
ＩＣＴで人の流れを呼び込む教育・産業づくりを
推進、協働のまちづくりの推進で人材育成を推進
します。

45億8,006万円

40億4,486万円

42億8,711万円

36億6,959万円

総合がん検診・予防接種のお知らせ

現島田第四小学校

上空からの内陸フロンティア推進区域

島田市役所玄関で活躍するペッパー

衛生費 12.0%

教育費 10.6%

土木費 11.2%

総務費 9.6%

国民健康保険事業特別会計 96億8,083万円

介護保険事業特別会計 81億4,622万円

後期高齢者医療事業特別会計 12億 947万円

その他５特別会計 25億1,766万円

水道事業会計 17億5,271万円

病院事業会計 170億9,534万円

特別会計 企業会計215億5,418万円 　　　188億4,805万円
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Q	

修
理
完
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

A	

来
年
度
設
計
を
し
て
、
再
来

年
度
に
工
事
に
入
る
計
画
だ

が
、
設
計
が
早
い
段
階
で
済

Q	

事
業
の
内
容
は
。

A	

産
後
に
お
い
て
家
族
の
援
助

等
が
受
け
ら
れ
ず
、
支
援
を

必
要
と
す
る
母
親
お
よ
び
乳

児
に
対
し
て
産
後
の
ケ
ア
を

実
施
す
る
事
業
で
、
母
親
の

身
体
的
な
回
復
と
心
理
的
な

安
定
を
促
進
し
、
母
親
自
身

が
セ
ル
フ
ケ
ア
的
能
力
を
育

ん
で
、
母
子
や
そ
の
家
族
が

健
や
か
な
育
児
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

Q	

新
病
院
の
建
設
事
業
費
は
総

額
で
約
２
３
４
億
円
と
い
う

こ
と
だ
が
、
平
成
30
年
度
の

建
設
に
係
る
予
算
は
幾
ら
か
。

A	

新
市
立
島
田
市
民
病
院
工
事

監
理
業
務
委
託
費
２
１
０
０

万
円
と
新
市
立
島
田
市
民
病

院
建
設
工
事
費
22
億
１
５
０

０
万
円
で
あ
る
。

ん
だ
場
合
に
は
、
来
年
度
中

に
補
正
予
算
で
の
対
応
で
修

理
に
着
手
し
た
い
。

●
田
代
の
郷
整
備
事
業

Q	

ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
か
。

A	

事
業
期
間
は
２
カ
年
を
予
定

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

敷
地
造
成
工
事
や
水
道
・
電

気
な
ど
の
埋
設
物
の
工
事
、

側
溝
な
ど
の
排
水
工
、
ま
た

舗
装
工
事
等
を
実
施
す
る
予

定
。
平
成
31
年
度
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
へ
の

大
型
複
合
遊
具
等
の
設
置
や

ト
イ
レ
、
あ
ず
ま
や
、
ベ
ン

チ
な
ど
の
施
設
工
事
、
駐
車

場
等
の
舗
装
工
事
、
植
栽
な

ら
び
に
市
民
参
加
に
よ
る
芝

生
の
植
え
つ
け
を
実
施
す
る

予
定
。
こ
れ
ら
の
工
事
費
は

２
カ
年
で
４
億
１
７
５
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q	

利
用
数
の
見
込
み
は
再
検
討

し
た
の
か
。

A	

こ
ど
も
館
と
図
書
館
に
親
子

連
れ
で
来
て
い
る
方
に
直
接

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
分
析
し

た
結
果
、
当
初
の
８
万
人
か

ら
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と

推
測
し
て
い
る
。

田代の郷整備事業計画平面図

島田市議会には３つの常任委員会があり、議員は必ずいずれかの委員会に属し、
議案審査に当たります。２月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

田
代
の
郷
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業
始
ま
る
！

平
成
30
年
度

　

一
般
会
計
予
算

平
成
30
年
度
島
田
市

　

病
院
事
業
会
計
予
算

●
新
病
院
建
設
事
業
費

●
金
谷
小
学
校
体
育
館
雨
漏
り
修
理

●
産
後
ケ
ア
事
業
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

進
む
観
光
施
設
整
備

　
　
　
　

島
田
市
の
活
性
化
に
生
か
せ
る
か

Q	

経
費
の
減
額
理
由
は
何
か
。

A	

堤つ
つ
み
ま間

地
区
の
用
地
費
お
よ
び

物
件
補
償
費
の
減
額
だ
が
、

地
権
者
が
譲
渡
所
得
の
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
、
島
田
市
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
買
収
に
変
更

す
る
た
め
で
あ
る
。

Q	

今
回
、
予
算
が
倍
増
に
な
っ

た
。
ど
の
よ
う
な
事
業
を
す

る
の
か
。

A	

逸
品
の
見
直
し
の
年
で
あ
る

た
め
、
15
品
目
を
選
定
し
直

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作

り
直
し
を
す
る
。
ま
た
、「
静

岡
お
み
や
」
と
い
う
首
都
圏

商
談
会
に
参
加
す
る
費
用
で

あ
る
。
蓬
莱
橋
の
茶
屋
で
も

販
売
す
る
。

Q	

誰
が
対
象
に
な
り
、
狙
い
は

何
か
。

A	
企
業
の
経
営
者
、
起
業
・
創

業
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象

に
島
田
の
産
業
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
の
が
目
標
。

Q	

平
成
30
年
度
は
い
つ
ど
の
よ

う
な
内
容
で
行
う
の
か
。

A	

11
月
に
17
日
間
、監
督・コ
ー

チ
も
含
め
最
大
23
人
の
モ
ン

ゴ
ル
ボ
ク
シ
ン
グ
チ
ー
ム
が

合
宿
を
行
う
。
宿
泊
費
、
食

費
、
移
動
費
が
対
象
で
あ
る
。

Q	

整
備
予
定
の
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
方
法
は
何
か
。

A	

災
害
時
に
は
情
報
の
収
集
に
、

平
常
時
に
は
橋
の
点
検
な
ど

に
使
う
。
現
在
数
人
の
職
員

が
操
作
講
習
を
受
け
て
い
る
。

Q	

平
成
30
年
度
の
事
業
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A	

歩
道
橋
に
１
億
円
、
高
架
下

駐
車
場
に
９
９
０
０
万
円
、

周
辺
道
路
整
備
に
９
４
０
０

万
円
、
そ
の
他
の
調
査
費
に

５
１
３
万
円
余
で
合
計
３
億

７
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
用

地
取
得
は
平
成
30
年
度
末
完

了
を
目
指
し
、
前
述
の
工
事

は
平
成
30
年
秋
に
着
手
し
２

カ
年
で
完
了
予
定
で
あ
る
。

Q	

し
尿
処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン

ピ
ュ
ア
川
根
」
の
処
分
に
お

け
る
課
題
は
何
か
。

A	

施
設
を
解
体
す
る
と
き
の
費

用
を
ど
う
分
担
す
る
か
が
課

題
だ
っ
た
。
今
後
の
使
用
し

た
量
を
加
味
し
た
上
で
島
田

市
と
川
根
本
町
の
将
来
負
担

を
考
え
、
清
算
し
て
い
く
結

論
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

川
根
地
区
広
域
施
設
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

平
成
30
年
度

　

一
般
会
計
予
算

●
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
区
域

整
備
事
業

●
島
田
の
逸
品
事
業

●
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
運
営
事
業

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
経
費

●
防
災
施
設
・
資
機
材
整
備
事
業

●
賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
整
備
事
業

蓬莱橋8
や

9
く

7
な

．4
し

茶屋オープン
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笑
顔
あ
ふ
れ
る　
安
心
の
ま
ち　
島
田

　
　
　
「
第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
」
初
年
度
が
始
ま
る

Q	

田
代
環
境
プ
ラ
ザ
ガ
ス
化
溶

融
炉
施
設
の
点
検
整
備
委
託

の
費
用
が
毎
年
あ
る
が
、
変

動
が
大
き
い
。
ど
の
よ
う
な

方
針
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

A	

現
在
13
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

92
億
円
か
け
て
作
っ
た
施
設

で
あ
る
の
で
、
平
成
47
年
度

ま
で
使
っ
て
い
き
た
い
。
延

命
化
は
20
億
円
ほ
ど
を
考
え

て
お
り
、
消
耗
度
、
運
転
に

対
す
る
重
要
度
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
毎
年
整
備
計
画
を

立
て
て
い
る
。

Q	

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
を
報

告
す
る
こ
と
が
条
例
で
決
ま

っ
て
い
る
が
、
報
告
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

A	

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

く
進
行
管
理
、
評
価
を
し
っ

か
り
と
行
い
報
告
し
て
い
く
。

Q	

総
合
計
画
を
立
て
て
３
年
後

に
ま
た
市
長
選
挙
が
あ
る
。

市
長
が
代
わ
っ
た
場
合
で
も
、

こ
れ
を
踏
襲
し
て
や
っ
て
い

く
の
か
。

A	

基
本
構
想
は
変
わ
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
の
市
長
も

当
選
し
た
と
き
は
、
前
の
市

長
の
と
き
に
策
定
し
た
も
の

を
踏
襲
し
て
い
る
。
基
本
計

画
の
部
分
は
新
し
い
考
え
方

を
途
中
か
ら
盛
り
込
む
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

Q	

島
田
市
緑
茶
化
計
画
の
今
後

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

A	

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
こ
と
や
「
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ

ア
ル
」
の
作
成
を
委
託
す
る
。

●
空
港
周
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

Q	

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
で
き
る
旧

金
谷
中
学
校
跡
地
利
用
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A	

３
月
22
日
に
優
先
的
交
渉
権

者
と
の
基
本
協
定
を
締
結
し
、

早
け
れ
ば
６
月
定
例
会
で
土

地
の
賃
借
に
つ
い
て
の
議
案

を
提
出
し
た
い
。
２
０
２
１

年
３
月
ま
で
に
事
業
を
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

八ヶ岳リゾートアウトレットの様子

平
成
29
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

第
２
次
島
田
市
総
合
計
画

平
成
30
年
度

　

一
般
会
計
予
算

総
務
生
活
常
任

員
委

会

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

Q	

現
在
行
わ
れ
て
い
る
基
本
構

想
検
討
委
員
会
か
ら
審
議
会

へ
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

A	

検
討
さ
れ
た
基
本
構
想
を
も

と
に
審
議
会
を
開
き
、
基
本

計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

Q	

市
民
協
働
と
よ
く
言
う
が
、

ま
ず
は
行
政
が
方
針
を
持
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。

A	

新
し
い
意
見
を
聞
く
た
め
で

あ
り
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
て

い
る
。
最
終
的
に
は
市
で
決

定
す
る
。

●
新
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画

　
審
議
会
委
員
報
酬
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品
が
そ
ろ
わ
な
い
、
主
力
商
品
で
あ

る
果
物
の
不
作
に
伴
い
品
薄
状
態
で
、

開
業
当
初
か
ら
赤
字
が
続
い
た
と
聞

い
て
い
る
。

Q 

旧
金
谷
中
学
跡
地
活
用
事
業
に
つ
い

て
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど
の
観
光
施

設
、
健
康
維
持
施
設
の
話
が
紹
介
さ

れ
た
が
、
マ
ル
シ
ェ
へ
の
影
響
は
。

A	

設
置
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
違
う
の
で
相

乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

Q 

マ
ル
シ
ェ
の
集
客
を
年
間
１
４
０
万

人
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

A	

道
の
駅
掛
川
（
１
６
０
万
人
）、焼
津

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
（
１
７
０
万
人
）

を
参
考
に
し
た
。
内
訳
は
島
田
市
民

88
万
人
、
観
光
客
38
万
人
、
国
道
４

７
３
号
利
用
者
14
万
人
を
合
わ
せ
て

１
４
０
万
人
と
し
た
。

Q 

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
事
業
に
か
か
る
費

用
の
総
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A	

計
画
委
託
料
２
３
０
０
万
円
、
平
成

29
年
度
委
託
料
２
５
０
０
万
円
、
用

地
・
補
償
費
・
工
事
請
負
費
・
測
量

費
12
億
円
、
歩
道
橋
工
事
な
ど
３
億

７
０
０
０
万
円
で
約
16
億
円
。
こ
の

他
マ
ル
シ
ェ
な
ど
建
物
の
工
事
費
が

か
か
る
。

Q 

今
回
の
事
業
目
的
は
何
か
。

A	
農
業
の
振
興
と
地
域
振
興
だ
。

Q 
ほ
ぼ
同
じ
事
業
目
的
で
平
成
27
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
南
ア
ル
プ
ス
市
の
マ

ル
シ
ェ（
完
熟
農
園
）は
資
金
繰
り
に

窮
し
て
、
９
カ
月
で
つ
ぶ
れ
た
。
資

金
難
に
な
っ
た
理
由
を
調
べ
た
か
。

A	

準
備
不
足
に
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商

破綻した南アルプス市のマルシェ跡

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点

身
の
丈
の
計
画
に
！

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員
きょうどう島田

代表質問

A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
２
月
定
例
会
で
は
、

３
議
員
が
会
派
の
代
表
と
し
て
質
問

を
行
う
「
代
表
質
問
」
を
、
14
議
員

が
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
全
議

員
が
一
問
一
答
方
式
（
議
員
が
一
つ

の
質
問
を
し
、
市
長
等
も
一
つ
ず
つ

答
弁
す
る
方
式
）
を
選
択
し
、
代
表

質
問
は
60
分
、
個
人
質
問
は
50
分
間

の
制
限
時
間
の
中
で
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

今
号
で
使
用
し
て
い
る
「
縮

し
ゅ
く
じ
ゅ
う
充
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、「
真
に
必
要
な
施
策・

事
業
を
選
択
し
、
資
源
を
集
中
さ
せ
て
市
民
の
幸
福
度
を
上
げ
て
い
く
、
量
か

ら
質
へ
の
転
換
」
を
指
し
て
市
長
が
施
政
方
針
で
取
り
扱
っ
た
言
葉
で
す
。

　

市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

用語解説

「縮
しゅくじゅう

充」

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

このＱＲコード
からどうぞ！
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Q 

今
後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
は
。

A	

市
内
店
舗
か
ら
提
案
さ
れ
た
緑
茶
メ

ニ
ュ
ー
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

紹
介
や
「
リ
ョ
ク
チ
ャ
カ
タ
ロ
グ
」

の
作
成
、
新
聞
広
告
と
の
連
動
な
ど

を
、
観
光
と
併
せ
て
展
開
す
る
。

Q 
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
は
。

A	
総
量
見
直
し
に
向
け
、
市
民
の
理
解

促
進
、
個
別
事
案
に
係
る
合
意
形
成

を
丁
寧
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Q 

選
挙
で
示
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
自

己
評
価
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

A	

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
織
り
込
ん
だ
総
合

計
画
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
中
で
、

施
策
の
展
開
と
照
合
し
つ
つ
市
民
意

識
調
査
を
実
施
し
、
自
己
評
価
す
る
。

Q 

総
合
計
画
に
対
す
る
外
部
評
価
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

A	

他
市
の
事
例
は
把
握
し
て
い
る
が
、

取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

Q 

新
東
名
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
体
制
は
。

A	

静
岡
県
東
京
事
務
所
に
派
遣
経
験
の

あ
る
職
員
が
培
っ
た
人
脈
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
誘
致
業
務
を
遂
行
す
る
。

Q 

自
治
基
本
条
例
の
制
定
の
時
期
は
。

A	

議
会
へ
の
議
案
提
出
時
期
は
未
定
で

あ
り
、
今
後
、
自
治
基
本
条
例
制
定

委
員
会
で
協
議
・
決
定
し
、
必
要
と

な
れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

Q 

障
害
者
支
援
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
農
地
利
用
の
考
え
は
。

A	

農
業
と
福
祉
の
連
携
と
し
て
農
業
者

と
協
力
し
た
障
害
者
の
工
賃
ア
ッ
プ

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。

Q 

市
長
の
平
成
30
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て
「
行
政
運
営
に
適
し
た
人
口
規

模
」
と
言
う
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠

で
言
え
る
の
か
。

A	

コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
適
正
な
人
口
規

模
は
10
万
人
程
度
か
ら
30
万
人
程
度

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
は
人
口
10
万
人
に
及
ば
ず
、

面
積
比
率
の
点
か
ら
中
山
間
地
が
多

く
地
形
も
大
井
川
を
挟
み
、
傾
斜
も

あ
る
。
現
状
で
は
と
て
も
適
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

A	

市
は
そ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
地
理
的
環
境
の
中
に
暮
ら

す
市
民
の
顔
が
見
え
る
行
政
運
営
が

可
能
に
な
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
行

政
運
営
に
適
し
て
い
る
と
認
識
す
る
。

Q 「
縮

し
ゅ
く
じ
ゅ
う

充
」と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い

る
が
、
机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
ぬ
よ

う
に
具
体
的
に
ど
う
し
て
い
く
か
。

A	

ま
ち
づ
く
り
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
新
た
に
開
催
す
る
。

Q 

縮
充
と
い
う
言
葉
で
仕
事
を
市
民
に

転
嫁
さ
せ
て
い
な
い
か
。
自
治
会
は

忙
し
く
役
員
の
引
き
受
け
手
が
な
い
。

社
会
福
祉
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
後

継
ぎ
が
い
な
い
状
況
で
苦
慮
し
て
い

る
。
そ
の
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

A	

住
民
か
ら
、
地
域
は
私
た
ち
が
運
営

す
る
、
私
た
ち
が
地
域
を
変
え
て
い

く
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

相
変
わ
ら
ず
行
政
に
何
も
か
も
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
な
り
、
そ
れ
で
は

行
政
コ
ス
ト
は
下
が
ら
な
い
。

活用が期待される「リョクチャカタログ」

素晴らしい考えも「机上の空論」ではNG！

施
政
方
針

机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
ぬ
よ
う

平
ひら

松
まつ

吉
よし

祝
のり

 議員
さきがけ島田

代表質問

平
成
30
年
度

　
　
施
政
方
針
を
問
う
！

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員
創造島田

代表質問
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A	

委
託
事
業
の
た
め
難
し
い
面
が
あ
る
。

Q 

健
康
経
営
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

A	

従
業
員
に
健
康
を
意
識
し
て
も
ら
い

経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
だ
。

Q 

市
の
女
性
職
員
へ
の
健
康
経
営
に
対

す
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A	

治
療
の
た
め
の
休
暇
や
育
児
休
業
か

ら
復
帰
す
る
際
の
慣
ら
し
勤
務
等
が

あ
る
。
４
月
か
ら
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の

整
備
も
し
て
い
き
た
い
。

Q 

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
受
診
率
、
ま

た
今
年
度
の
目
標
お
よ
び
目
標
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A	

乳
が
ん
39
パ
ー
セ
ン
ト
、
子
宮
が
ん

34
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
目
標
は

い
ず
れ
も
45
パ
ー
セ
ン
ト
。
受
診
で

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
健
幸
マ
イ
レ
ー

ジ
を
使
い
勧
奨
し
て
い
る
。

Q 

乳
が
ん
の
自
己
診
断
を
「
乳
が
ん
グ

ロ
ー
ブ
」
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど

う
か
。

A	
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
乳
房
モ
デ
ル
で
対

応
し
て
い
る
。

Q 

他
市
で
効
果
が
出
て
い
る
、
女
医
に

よ
る
「
女
性
限
定
の
検
診
日
」
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

Q 

新
病
院
建
設
工
事
の
入
札
が
大
幅
な

低
入
札
と
な
っ
た
。
予
定
価
格
が
高

す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。

A	

公
平
公
正
に
行
わ
れ
た
結
果
だ
。
入

札
率
を
低
く
す
れ
ば
問
題
な
か
っ
た
。

Q 

私
の
調
査
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会

場
に
近
い
千
葉
県
の
病
院
な
ど
数
カ

所
で
１
ベ
ッ
ド
当
た
り
３
０
０
０
万

円
代
。
４
０
０
０
万
円
は
高
す
ぎ
だ
。

A	

県
の
積
算
単
価
を
用
い
た
結
果
だ
。

Q 

入
札
の
結
果
、20
億
円
下
が
っ
た
。私

が
議
会
で
言
い
続
け
て
き
た
金
額
と

な
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
市
役
所

建
設
な
ど
今
後
の
教
訓
と
し
て
ほ
し

い
。
工
事
の
発
注
は
地
元
に
30
パ
ー

セ
ン
ト
発
注
す
る
と
聞
い
た
が
。

A	

詳
し
い
内
容
は
施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
含
む
た
め
公
表
は
控
え
る
が
、
受

注
業
者
か
ら
地
元
調
達
率
を
工
事
請

負
契
約
額
の
30
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
に

す
る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

自己診断用の乳がんグローブ

周辺整備が始まった島田市民病院

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

が
ん
検
診
に

「
女
性
限
定
検
診
日
」
を
！

新
病
院
建
設
工
事

な
ぜ
！
低
入
札
か
？

個人質問

個人質問Q 

学
校
の
教
職
員
の
時
間
外
労
働
の
実

教
職
員
の
多
忙
化
は
？

態
は
ど
う
か
。

A	

月
平
均
で
小
学
校
約
65
時
間
。
中
学

校
73
時
間
で
あ
る
。
夏
休
み
を
除
い

た
平
均
だ
と
さ
ら
に
多
く
な
る
。

Q 

対
策
を
取
っ
て
い
る
か
。

A	

市
単
独
の
教
育
支
援
員
を
各
学
校
に

配
置
し
て
い
る
。

Q 
さ
ら
な
る
増
員
を
求
め
る
。
部
活
動

も
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
在
り
方
も
検
討
す
べ
き
だ
。

A	

部
活
指
導
の
補
助
員
も
増
員
し
、
顧

問
の
教
師
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

Q 

国
や
県
、
市
な
ど
の
支
援
の
対
象
外

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A	

多
様
な
相
談
体
制
を
設
け
て
い
る
。

Q 

市
と
し
て
経
済
的
な
支
援
を
設
け
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

A	

国
の
支
援
制
度
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
捉
え
る
。

難
病
患
者
の
支
援
に
つ
い
て
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Q 

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
が
始
ま
る
。
県
は
市
が
納
め

る
事
業
費
の
納
付
金
額
を
決
め
る
が
、

そ
れ
は
幾
ら
か
。
国
保
税
の
引
き
上

げ
は
あ
る
の
か
。

A	

県
へ
の
納
付
金
は
、
25
億
６
９
０
３

万
９
８
８
９
円
と
算
定
さ
れ
た
。
現

行
税
率
で
も
、
納
付
金
は
足
り
る
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
来
年
度
の
国
保

税
率
は
そ
の
ま
ま
据
え
置
く
。

Q 

高
い
国
保
税
に
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

る
。
基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計

の
繰
り
入
れ
で
、
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
一
時
的
な

保
険
税
の
引
き
下
げ
は
適
切
で
は
な

い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

考
え
て
い
な
い
。

Q 

蓬
莱
橋
８
９
７・４
茶
屋
の
概
要
、目

玉
商
品
は
何
か
。

A	

市
が
施
設
の
維
持
管
理
を
行
い
、
市

観
光
協
会
が
運
営
す
る
。
島
田
の
逸

品
・
お
茶
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
メ

イ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
を
販
売
し

て
情
報
発
信
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q 

右
岸
側
の
権
現
荘
跡
地
に
、「
蓬
莱
橋

展
望
カ
フ
ェ
」
設
置
の
考
え
は
。

A	

今
後
の
土
地
利
用
の
動
向
に
ア
イ
デ

ア
の
一
つ
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

Q 

お
茶
の
お
土
産
品
目
に
ド
リ
ッ
プ
式

の
も
の
を
販
売
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

A	

こ
れ
か
ら
は
、
急
須
等
を
使
わ
な
い

若
者
や
外
国
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
、
状
況
を
見

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
観
光
ツ
ア

ー
の
企
画
は
行
わ
な
い
の
か
。

A	
平
成
30
年
度
の
事
業
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
や
多
言
語
音
声
案
内
を
活
用
し
、

消
費
行
動
の
仕
掛
け
を
検
証
予
定
。

市民が訪れる国保年金課の相談窓口

チェロとベーゼンドルファーによる春の調べ

８や

９く

７な

・
４し

茶
屋

周
辺
へ
の
効
果
を
期
待

個人質問

高
い
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を
！

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

個人質問

A	

平
成
29
年
度
２
月
末
で
、
小
学
生
３

６
８
人
（
７
パ
ー
セ
ン
ト
）、中
学
生

２
４
８
人
（
10
パ
ー
セ
ン
ト
）
だ
。

Q 

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
が
求
め

ら
れ
て
い
た
が
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

A	

２
月
に
小
学
新
一
年
生
48
人
、
中
学

新
一
年
生
57
人
へ
支
給
し
た
。

Q 
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
活
動
費・生
徒
会
費・

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も
支
給
項
目
に
加
え
る

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

A	

子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

Q 

小･

中
学
生
が
い
る
経
済
的
に
大
変

な
家
庭
に
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
就
学
援
助
制
度
が
あ
る
が
、

認
定
数
、
認
定
率
は
ど
う
か
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

Q 「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー（
ピ
ア
ノ
の

世
界
的
名
器
）
音
感
無
料
体
験
」
の

復
活
の
考
え
は
ど
う
か
。

A	

内
容
を
検
討
す
る
中
で
判
断
し
た
い
。

Q 

以
前
提
案
し
た「
か
わ
ね
桜
ま
つ
り
」

と
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
事
業
の
連

携
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A	

今
回
、
４
月
１
日
に
川
根
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
プ
ロ
に
よ
る
音
色
を
楽
し

む
鑑
賞
型
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

試
行
検
証
す
る
中
で
、
観
光
的
視
点

の
研
究
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

文
化
資
源
を
積
極
的
に
活
用

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員
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旧金谷中学校跡地にはアウトレットモール

Q 

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
施
設
、
旧
金
谷
中

学
校
跡
地
、
ぴ
～
フ
ァ
イ
ブ
の
し
ま

だ
音
楽
広
場
、
田
代
の
郷
多
目
的
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

な
ど
、
多
く
の
集
客
施
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
重
複

し
て
い
な
い
か
。

A	

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
で
コ
ン
セ
プ
ト
は

違
う
。

Q 

需
要
見
込
み
は
。

A	

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
施
設
１
４
０
万
人
。

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
70
万
人
で
あ
る
。

Q 

相
乗
効
果
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
予

測
を
上
回
る
集
客
効
果
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
。

A	

そ
う
い
っ
た
希
望
は
あ
る
。

Q 

島
田
市
全
体
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
性

を
考
え
、
各
施
設
の
連
携
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

A	
ス
ト
ー
リ
ー
で
つ
な
げ
て
い
く
ル
ー

ト
も
ぜ
ひ
研
究
し
た
い
と
思
う
。

Q 

市
は
ど
の
よ
う
な
理
念
で
指
定
管
理

者
に
施
設
を
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と

を
望
ん
で
い
る
か
。

A	

施
設
の
設
置
目
的
を
効
果
的
に
達
成

す
る
こ
と
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、

経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に

施
設
の
管
理
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Q 

ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
施
設
の
一
部
を
民
間
事
業
者
に

貸
し
出
し
て
家
賃
を
も
ら
う
と
聞
い

た
が
、
市
の
公
の
施
設
を
民
間
事
業

者
に
賃
貸
で
貸
し
出
す
こ
と
を
考
え

た
こ
と
は
あ
る
か
。

A	

施
設
の
個
別
性
に
合
わ
せ
、
指
定
管

理
者
制
度
の
施
設
貸
し
付
け
を
含
め
、

管
理
手
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

Q 

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
の
企
業

努
力
を
衰
退
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、指
定
管

理
料
に
よ
り
、
必
要
最
低
限
の
収
益

を
確
保
で
き
て
い
る
が
た
め
に
、
発

展
的
な
努
力
を
あ
え
て
や
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
は
な
い

か
。

A	

利
潤
の
追
求
を
目
的
と
し
て
い
る
民

間
事
業
者
は
、
さ
ら
な
る
収
益
を
求

め
、
発
展
的
な
努
力
を
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

Q 

県
事
業
で
、
指
定
管
理
施
設
の
管
理

応
募
者
増
を
狙
い
施
設
紹
介
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
い
る
が
知
っ
て
い
る
か
。

A	
応
募
者
増
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
今
後
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
参
加
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。施設活性化のため管理者の応募者増が必要

新
た
な
集
客
施
設
の

連
携
が
必
要

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員

個人質問

指
定
管
理
者
制
度
の

見
直
し
を
！

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員

個人質問

Q 

平
成
30
年
度
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事

光
通
信
網
、
整
備
全
域
に

業
の
５
０
０
０
万
円
で
ど
こ
ま
で
整

備
で
き
る
か
。

A	

平
成
29
年
度
に
整
備
で
き
な
か
っ
た

地
域
全
域
で
あ
る
。

Q 

無
線
で
は
な
く
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
の
整
備
で
い
い
か
。

A	

有
線
で
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q 

工
事
が
早
め
に
進
め
ば
供
用
開
始
が

早
ま
る
こ
と
は
あ
る
か
。

A	

順
調
に
行
っ
て
も
供
用
開
始
は
平
成

31
年
３
月
で
あ
る
。

市内公共施設の施設管理者応募状況

応募者が１団体だった施設

東海道金谷宿お休み処

川根温泉

ローズアリーナ

夢づくり会館

川根文化センターチャリム21

野外活動センター　山の家

応募者が２団体以上だった施設

川根温泉ホテル ７団体

バラの丘公園 ２団体

プラザおおるり ２団体

田代の郷温泉 ４団体
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Q 

業
務
委
託
の
現
状
は
ど
う
か
。

A	

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
中
、14・

９
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
総
額
56
億

９
８
７
５
万
７
０
０
０
円
で
あ
る
。

Q 

委
託
効
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

A	

契
約
書
、
発
注
仕
様
書
ほ
か
関
係
書

類
に
基
づ
く
検
査
を
行
い
適
正
に
履

行
さ
れ
た
か
を
確
認
し
て
い
る
。

Q 

今
後
の
委
託
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A	

発
注
時
の
業
者
選
定
は
入
札
等
に
よ

る
公
平
性
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
観
点
か
ら

外
部
委
託
の
推
進
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

市
内
業
者
へ
の
優
先
的
な
発
注
の
仕

組
み
は
ど
う
か
。

A	

島
田
市
地
元
企
業
優
先
発
注
等
に
係

る
実
施
方
針
を
定
め
、
適
正
な
競
争

原
理
の
も
と
公
平
性
を
確
保
し
た
上

で
地
元
企
業
へ
の
優
先
発
注
を
推
進

し
て
い
る
。

Q 

委
託
業
務
の
適
正
な
履
行
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
は
。

A	

評
価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
は
非
常
に

重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

Q 

マ
ル
シ
ェ
を
支
え
る
生
産
者
の
確
保

は
大
丈
夫
か
。

A	

大
井
川
農
協
で
農
家
を
対
象
に
説
明

会
を
実
施
し
て
い
る
。
出
荷
を
促
す

新
た
な
支
援
策
も
検
討
中
で
あ
る
。

Q 

今
の
ま
ん
さ
い
か
ん
で
20
億
円
稼
ぎ

マ
ル
シ
ェ
で
20
億
円
稼
ぐ
に
は
、
今

の
倍
生
産
者
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
検
討
し
て
い
る
か
。

A	

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
施
設
の
実
施
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

Q 

若
い
農
業
者
に
生
産
の
依
頼
を
し
て

い
る
が
手
応
え
は
あ
る
か
。

A	

大
井
川
農
協
と
積
極
的
に
参
加
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

Q 

出
荷
者
数
や
マ
ル
シ
ェ
の
目
玉
商
品

に
つ
い
て
は
実
施
計
画
で
示
す
か
。

A	

採
算
が
合
う
供
給
体
制
も
検
討
し
て

お
り
、
結
果
に
つ
い
て
も
載
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。

大木と生い茂る木々

ＪＡおちいまばり「さいさいきて屋」

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
の

生
産
体
制
は
？

曽
そ

根
ね

嘉
よし

明
あき

 議員

個人質問

委
託
料
の
見
え
る
化

効
果
・
評
価
判
定
は

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

個人質問

森
林
整
備
と
森
林
環
境
税

Q 

森
林
所
有
者
が
不
明
な
土
地
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

A	

林
地
台
帳
整
備
事
業
に
よ
り
所
在
地

や
所
有
者
を
把
握
し
て
い
く
。

Q 
森
林
環
境
税
へ
の
取
り
組
み
は
。

A	
具
体
的
な
事
業
内
容
や
運
用
、
指
針
、

事
業
費
の
配
分
等
が
明
ら
か
に
な
っ

て
か
ら
、
取
り
組
み
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
。

A	

避
難
情
報
の
発
令
時
に
着
目
し
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
策
定
し
て
い
る
。

Q 

避
難
情
報
の
発
令
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

工
夫
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

A	

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
早
い
段

階
か
ら
自
治
会
長
に
電
話
し
、
明
る

い
う
ち
に
避
難
す
る
な
ど
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
工
夫
を
し
て
い
る
。

Q 

急
傾
斜
地
の
ハ
ー
ド
事
業
の
達
成
率

は
ど
う
か
。

A	

整
備
率
は
約
41
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

Q 

台
風
接
近
に
よ
る
風
水
害
に
対
応
す

る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
。

風
水
害
の
避
難
対
応
は
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院
の
収
支
を
好
転
さ
せ
る
非
常
に
大

き
な
要
因
で
あ
る
が
、
当
院
は
島
田

地
域
の
救
急
車
を
96
パ
ー
セ
ン
ト
受

け
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
急
性
期
病

棟
・
療
養
病
棟
・
回
復
期
病
棟
も
あ

り
難
し
い
。

Q 

医
業
費
用
の
削
減
の
考
え
は
あ
る
か
。

A	

費
用
削
減
の
主
な
対
象
は
材
料
費
と

経
費
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も

交
え
て
積
極
的
に
価
格
交
渉
を
行
い

削
減
に
努
め
て
い
る
。

Q 

島
田
市
病
院
事
業
会
計
損
益
計
算
書

を
確
認
す
る
と
、
平
成
28
年
度
末
欠

損
金
が
65
億
９
５
０
０
万
円
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
状
態
を
打
破
し
て
い

く
方
策
は
な
い
か
。
医
療
従
事
者
不

足
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

A	

医
療
従
事
者
、
特
に
医
師
の
不
足
は

患
者
数
の
減
少
お
よ
び
医
業
収
入
の

減
収
に
つ
な
が
る
。

Q 

医
師
の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
必

要
性
は
あ
る
の
か
。

A	

医
師
の
確
保
に
は
医
師
住
宅
の
充
実
、

院
内
保
育
園
の
整
備
、
医
療
秘
書
の

配
置
な
ど
働
く
環
境
の
整
備
が
不
可

欠
で
あ
る
。

Q 

医
業
収
益
の
拡
大
に
つ
い
て
、外
来・

入
院
患
者
一
日
当
た
り
の
単
価
を
ア

ッ
プ
で
き
な
い
の
か
。

A	
外
来
・
入
院
診
療
単
価
を
目
標
値
に

必
ず
達
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
現
状
で
あ
る
。

Q 

病
床
の
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
が
収

入
を
改
善
す
る
最
善
の
効
果
で
は
な

い
か
。

A	

稼
働
率
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
病

Q 

市
が
保
有
し
て
い
る
市
営
住
宅
へ
の

入
居
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

市
営
住
宅
数
は
16
団
地
３
２
５
戸
、

入
居
戸
数
は
２
４
８
戸
で
あ
る
。

Q 

耐
震
化
、
長
寿
命
化
の
対
応
は
。

A	

昭
和
46
年
度
以
前
は
耐
震
補
強
工
事

完
了
。
昭
和
47
年
度
以
降
の
６
団
地

は
長
寿
命
化
を
し
、
元
島
田
、
三
ツ

合
の
住
宅
は
取
り
壊
し
予
定
だ
。

Q 

今
後
の
市
営
住
宅
の
需
要
は
ど
う
か
。

A	

単
身
高
齢
者
等
の
入
居
希
望
が
増
え
、

若
い
子
育
て
世
代
は
減
少
。
今
後
の

需
要
は
減
少
す
る
と
考
え
て
い
る
。

Q 

国
は
公
営
住
宅
の
需
要
は
増
加
す
る

と
見
て
い
る
。
市
の
将
来
需
要
を
減

少
と
見
込
ん
だ
根
拠
は
何
か
。

A	

現
在
入
居
の
高
齢
者
は
い
ず
れ
亡
く

な
り
、
若
い
入
居
希
望
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
減
少
と
予
測
し
た
。

Q 

潜
在
的
な
需
要
も
想
定
し
て
ほ
し
い
。

新
た
な
市
営
住
宅
は
考
え
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
将
来
的
な
市
営
住
宅
偏

在
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

A	

家
賃
補
助
や
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ

な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

改築間近の島田市民病院

最後の市営住宅となるか（市営大草住宅）

島
田
市
民
病
院

経
営
の
健
全
化
対
策
は

河
かわ

村
むら

晴
はる

夫
お

 議員

個人質問

市
営
住
宅
の

需
要
予
測
減
少
は
本
当
か
？

藤
ふじ

本
もと

善
よし

男
お

 議員

個人質問

Q 

市
内
雇
用
情
勢
の
推
移
は
ど
う
か
。

A	

雇
用
情
勢
は
回
復
状
況
に
あ
る
が
、

求
人
と
求
職
が
思
う
よ
う
に
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

Q 
今
後
は
、
工
場
さ
え
誘
致
す
れ
ば
人

も
つ
い
て
く
る
と
い
う
状
況
に
な
ら

な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
。

A	

進
出
し
て
い
た
だ
く
企
業
に
は
、
事

務
職
の
地
元
雇
用
も
依
頼
し
た
い
。

雇
用
好
転
を
誘
致
に
生
か
せ
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A	

市
内
で
26
カ
所
で
あ
る
。

Q 

今
回
の
総
合
事
業
の
見
直
し
で
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

A	

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
見
直
し
。
具
体

的
に
通
所
介
護
か
ら
地
域
主
体
の
取

り
組
み
に
円
滑
に
移
行
推
進
。
ま
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
に
お
い
て

理
学
療
法
士
が
初
期
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
関
わ
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
。

Q 

現
在
「
し
ま
ト
レ
」
は
何
カ
所
で
行

っ
て
い
る
か
。

Q 

平
成
21
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
中

心
市
街
地
活
性
化
計
画
が
終
了
し
、

既
に
10
年
間
が
経
過
し
た
。
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ

ま
で
と
の
違
い
や
計
画
概
要
を
伺
う
。

A	

計
画
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
か

ら
５
年
間
に
短
縮
。
前
計
画
エ
リ
ア

は
Ｊ
Ｒ
島
田
駅
北
側
47
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
し
て
い
た
が
、
新
た
な
計
画
で
は

駅
南
側
を
含
め
た
１
１
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
拡
張
す
る
。

Q 

駅
南
に
あ
る
民
間
の
工
場
跡
地
の
活

用
と
旧
計
画
エ
リ
ア
内
で
、
手
付
か

ず
の
本
通
五
丁
目
以
東
の
再
開
発
計

画
を
ど
う
考
え
る
か
。

A	

工
場
跡
地
問
題
に
つ
い
て
、
企
業
側

と
情
報
を
交
換
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
計
画
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
五
丁
目
以
東
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
区
画
整
理
事
業
は
難

し
い
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

ソ
フ
ト
事
業
が
中
心
と
な
る
。
住
民

と
の
合
意
形
成
が
で
き
れ
ば
支
援
策

を
講
じ
る
。

Q 

島
田
市
の
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

詐
欺
の
被
害
状
況
は
ど
う
か
。

A	

被
害
は
昨
年
１
年
間
で
１
件
。
相
談

件
数
は
86
件
と
多
い
状
況
で
あ
る
。

Q 

当
市
に
お
け
る
詐
欺
被
害
で
一
番
多

い
事
例
は
何
か
。

A	

オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
一
番
多
い
。

　
　
な
お
、
高
校
の
同
窓
会
名
簿
を
使
用

し
た
と
思
わ
れ
る
事
案
が
多
い
。

Q 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
多
い
こ
と
に
対
し

て
市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

A	

同
報
無
線
を
使
っ
た
注
意
喚
起
の
広

報
。
迷
惑
電
話
防
止
装
置
設
置
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

Q 

迷
惑
電
話
防
止
装
置
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

A	

高
齢
者
の
い
る
世
帯
を
対
象
に
現
在

使
用
中
の
電
話
機
に
機
器
を
つ
な
ぐ

だ
け
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
。

今
年
は
６
月
に
周
知
を
行
い
た
い
。

活性化が望まれる本通り商店街

昨年の迷惑電話防止装置のパンフレット

取
り
組
も
う
！
介
護
予
防
！

未
然
に
防
げ
！詐

欺
被
害
！

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

個人質問

ま
ち
づ
く
り
は

ソ
フ
ト
事
業
が
中
心

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員

個人質問

庁
舎
立
て
替
え
事
業
費
は
？

Q 

庁
舎
立
て
替
え
構
想
と
期
待
さ
れ
る

国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
伺
う
。

A	

本
年
１
月
末
に
、
メ
ン
バ
ー
15
人
で

周
辺
整
備
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。
建
設
場
所
は
現
在
地
、

建
物
は
免
振
工
法
を
採
用
、
坪
単
価

を
約
１
５
０
万
円
と
見
込
む
。
床
面

積
は
１
万
１
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

事
業
費
は
約
52
億
円
で
整
備
に
対
す

る
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
。
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ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
な
ど
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
プ
ラ
ン
を
旅
行

会
社
に
売
り
込
ん
で
い
く
。

Q 

来
年
は
「
島
田
大
祭
」
の
年
で
あ
る
。

そ
れ
を
担
う
青
年
が
減
少
し
て
い
る

と
聞
く
が
対
策
は
あ
る
か
。

A	「
島
田
大
祭
」
は
今
ま
で
、観
光
客
に

見
せ
る
祭
り
と
い
う
よ
り
も
、
自
分

た
ち
が
楽
し
む
祭
り
で
あ
っ
た
。
大

祭
保
存
振
興
会
と
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q 

通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観
光
へ
と
は
。

A	

観
光
協
会
の
組
織
を
強
化
し
て
、
パ

Q 

間
伐
や
竹
林
の
整
備
な
ど
の
森
林
保

全
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A	

森も

林り

づ
く
り
県
民
税
を
財
源
と
し
た

「
森
の
力
再
生
事
業
」を
活
用
し
て
実

施
し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
木
材
需
要
促
進
対
策
奨
励
金

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A	

大
井
川
流
域
産
材
を
使
用
し
た
木
造

住
宅
を
新
築
す
る
人
に
奨
励
金
を
交

付
す
る
も
の
で
、
上
限
50
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

Q 

木
材
利
用
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
。

A	

東
京
都
港
区
の
事
例
で
「
み
な
と
モ

デ
ル
二
酸
化
炭
素
固
定
認
証
制
度
」

や
「
Ｆ
―
ｎ
ｅ
ｔ
大
井
川
」
へ
加
盟

し
て
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

Q 

小
学
校
の
机
・
椅
子
を
地
元
産
材
で

作
る
考
え
は
な
い
か
。

A	
値
段
の
こ
と
や
使
い
づ
ら
さ
の
課
題

も
あ
る
が
、
研
究
し
て
い
く
。

来年は「島田大祭」の年です

観
光
に
よ
る
活
性
化
策
は

森
林
整
備
と

地
元
産
材
の
活
用
は

齊
さい

藤
とう

和
かず

人
と

 議員

個人質問

A	

来
年
度
、
早
い
時
期
に
施
設
を
指
定

し
計
画
策
定
に
着
手
し
て
も
ら
う
。

Q 

要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施
設
が
被
災

し
た
時
は
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
。

A	

各
施
設
管
理
者
が
決
め
る
。

Q 

自
治
会
長
等
地
域
の
役
員
は
２
年
置

き
に
入
れ
替
わ
る
。
防
災
リ
ー
ダ
ー

等
も
含
め
地
域
に
防
災
団
を
作
っ
て

災
害
時
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

A	

総
合
的
に
検
討
・
研
究
し
た
い
。

Q 

現
在
、
島
田
市
で
は
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
（
重
度
障
害
者
や
重
度

要
介
護
者
等
）
７
９
１
２
人
を
対
象

と
し
て
い
る
。
乳
幼
児
や
市
外
か
ら

の
通
勤
通
学
者
、
観
光
客
な
ど
支
援

を
必
要
と
す
る
配
慮
者
は
、
ど
の
程

度
と
想
定
し
て
い
る
か
。

A	

最
大
３
万
人
以
上
と
見
積
も
る
。

Q 

そ
れ
だ
け
多
く
の
配
慮
者
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
避
難
所
を
運
営
す
る

人
々
に
伝
え
て
い
る
の
か
。

A	

あ
ら
ゆ
る
場
で
数
字
を
挙
げ
て
説
明

を
し
て
い
る
。

Q 

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
を

作
る
際
、
個
人
情
報
提
供
を
拒
否
し

て
い
る
人
々
の
災
害
時
の
取
り
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か
。

A	

同
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
避
難
準

備
情
報
を
出
す
段
階
で
情
報
を
公
開

す
る
よ
う
に
自
主
防
災
会
等
に
伝
え

て
い
る
。

Q 

昨
年
の
法
改
正
で
、
災
害
時
浸
水
想

定
区
域
に
お
け
る
避
難
計
画
等
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
現
状

は
ど
う
か
。

災害時使用する用語の整理

災
害
時
要
支
援
者
の

支
援
は
万
全
か
？

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員

個人質問
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　２月定例会では、６議案について延べ11人の議員が賛成・反対の意見を表明し討論を行いました。

【議案第６号】平成30年度島田市一般会計予算

当予算案は施政方針で掲げられた３つの重点
政策に関連する事業に対して積極的に予算配
分されており、社会経済情勢の動向や国・県の
施策等への適切な対応、健全な財政運営に努
める方針で編成されていると考える。平成30
年度一般会計予算で執行する諸施策、諸事業
についても、質の高い市民サービスの提供と
その効率的・効果的な執行に努めること、事
業の評価指標を定期的に示すことを要望し賛
成討論とする。

賛 

成
コスト削減と称して、官から民へ公務の市場
化が進められている。公立保育園で半数を占
める臨時保育士の正規化を求める。
新規採用職員を増やし、４割を占める非正規
職員の待遇改善を求める。
予算は今本当に必要とされている医療・介護・
子育て支援等の福祉に重点を置くべき。一般
会計から繰り入れ、国保税や介護保険料の引
き下げを。高校生までの医療費無料化や認可
保育園への待機児童対策等に力を尽くせ。

反 

対

【議案第12号】平成30年度島田市介護保険事業特別会計予算

当市の高齢化率は30パーセントを超え、介護
サービスを利用する要支援・要介護の認定率は
12.4パーセントと制度発足当時から4.5ポイント
増となっている。歳入予算の増額は平成30年度
から３年間の介護保険事業の見通しを踏まえ
法令に基づき必要額を算出した結果であり、被
保険者数等を考慮して計上したものである。地
域包括ケアシステムの構築、強化、介護保険制
度の持続可能性の確保を念頭に編成されたも
のであると考える。

賛 

成
歳入において、65歳以上の介護保険料の引き上
げの下に執行される予算で容認できない。介護
保険制度は改悪続きだ。要支援者へのサービ
スは、市が行う総合事業に移行したが、受け入
れ体制が十分整わない中、逆に従来の利用より
事業費は増大した。特養ホームの待機者はゼロ
というが、入所要件を介護度３以上と厳しくし
た結果だ。国は介護の自立支援に軸足を置く方
向だが、市の事業が「保険あって介護なし」と
ならないよう求める。

反 

対

【議案第14号】平成30年度島田市後期高齢者医療事業特別会計予算

当予算案は後期高齢者医療制度を適正に執行
するため、静岡県後期高齢者医療広域連合議
会が十分審議し議決された内容に基づくもの
である。保険料率の改定も、歳出では被保険
者数の増加、一人当たりの医療費の上昇によ
る保険給付費の増加が見込まれ、歳入では保
険料の上昇を抑制するため、平成29年度末決
算譲与金や財産安定化基金を財源とするなど、
高齢者の負担軽減や低所得者に対する一定の
配慮がなされていると考える。

賛 

成
反対の理由は、後期高齢者医療保険料の引き
上げの下での予算だからだ。所得割は据え置
き、均等割を３万9,500円から４万400円に引
き上げる。県全体で、一人当たりの保険料は
年間６万4,973円となり、2,239円の負担増だ。
75歳以上になると、それまで加入していた公
的医療保険から強制的に脱退させ、高齢化で
医療費が掛かれば際限なく保険料が引き上が
る後期高齢者医療制度は廃止し、元の老人保
険制度に戻すべきだ。

反 

対



21 議会だよりShimada City Assembly News

【議案第24号】島田市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例について

【議案第27号】島田市介護保険条例の一部を改正する条例について

今回の条例改正は、平成29年４月に人事院から
出された民間の退職金、企業年金の調査結果、
国家公務員の退職給付に関わる見解を踏まえ
て行われた国家公務員退職手当法の改正に準
拠するものである。県内では県や政令市を含む
全ての自治体で同様の改正が行われており、ま
た地方公務員法にのっとったものであり、条例
改正は民間や他の自治体とのバランスを考慮し
た上で必要なものであると考える。

当予算案は第７期介護保険事業計画の策定に
伴い、平成30年度から３年間の保険料率を設
定する条例改正で、年額を定める保険料率を
所得段階別に変更するものである。保険給付
費と地域支援事業費の見込額は特別養護老人
ホームや軽費老人ホームの新設などで介護
サービスの提供体制が充実したこと、地域包
括ケアシステムの構築・強化とともに進めら
れる在宅医療の推進など、必要な費用を見込
んだものであると考えられる。

賛 

成

賛 

成

すでに実施された国家公務員の退職手当の引き
下げに倣って、調整率を百分の87から百分の83.7
にすることは容認できない。島田市の平均的定
年退職で試算すると、約73万円の引き下げだ。官
と民の均衡確保を退職手当の支給基準にするこ
とは、公務運営の公正中立性の確保、厳しい再
就職規制と退職後も課せられる守秘義務、雇用
保険の適用がないなどの公務の特殊性をない
がしろにするもので、到底容認できない。

４月から65歳以上の介護保険料の基準月額を
4,550円から5,100円に引き上げることに反対す
る。介護保険料の12パーセントもの負担増は、
年金生活を圧迫し、医療や介護サービスの利用
抑制も招きかねない。介護保険制度が始まって
19年目だが、３年ごとの見直しのたびに連続引
き上げだ。根本的には国や自治体の公費での
負担割合を増やさないと保険料の引き上げは
繰り返される。一般会計の繰り入れや低所得者
への減免制度の拡充を求める。

反 

対

反 

対

１月に非公式の場において、特別委員会を設置したい旨の話が
議長からあった。設置の強い思いがあるのなら、案件を出す前
に各会派に思いを伝えた上で説明を行い、議員の意見を聞くこ
とが非常に重要だと考える。いきなり案件を出されては、どう
判断していいか、さまざまな悩みもある。しっかりした手順を踏
まえた中で提出されることが非常に大事だと考え、反対する。

反 

対

【発議案第１号】

特別委員会の設置について

○＝賛成　×＝反対

氏　
　
名

大
村　
泰
史

河
村　
晴
夫

齊
藤　
和
人

横
山　
香
理

伊
藤　
　
孝

森　
　
伸
一

山
本　
孝
夫

藤
本　
善
男

八
木　
伸
雄

清
水　
唯
史

村
田
千
鶴
子

曽
根　
嘉
明

平
松　
吉
祝

大
関　
衣
世

横
田
川
真
人

杉
野　
直
樹

桜
井　
洋
子

佐
野　
義
晴

大
石　
節
雄

会派名 きょうどう島田 創造島田 さきがけ島田 無会派
【議案第６号】
平成30年度島田市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【議案第12号】平成30年度島田市介護保険
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【議案第14号】平成30年度島田市後期高齢
者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【議案第24号】島田市職員の退職手当に関
する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【議案第27号】島田市介護保険条例の一部
を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【発議案第１号】
特別委員会の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（福田正男）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた６議案の結果を掲載しています
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ー
ト
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
木
曽
川
の

ほ
と
り
に
あ
る
中
之
島
公
園
を
人
々
が

水
辺
や
森
な
ど
の
自
然
を
親
し
む
場
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
管
理
は

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
活
動

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
所
管
す
る
担
当
課
職

員
も
同
行
し
、
当
委
員
会
と
情
報
共
有

が
で
き
、
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
賑に
ぎ

わ

い
交
流
拠
点
施
設
整
備
、
蓬
莱
橋
周
辺

整
備
の
取
り
組
み
に
参
考
に
な
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
か
ら
議
員
全
員
に
よ
る
、
研

修
か
ら
導
入
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。現
在
で
は
、29
種
類
の
会
議
関

連
資
料
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
、
今

後
も
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

　
島
田
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
か

ら
の
条
例
制
定
の
発
議
、
庁
舎
建
て
替

え
に
お
け
る
全
庁
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
備

え
た
準
備
を
議
会
自
ら
が
行
う
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

●
11
月
13
日　
愛
知
県
新
城
市

道
の
駅　
も
っ
く
る
新
城

　
新
東
名
高
速
道
路
新
城
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
隣
接
立
地
し
、
平
成
26
年
３

月
に
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新
城
」
が
オ

ー
プ
ン
。
平
成
28
年
度
の
来
客
数
は
１

４
５
万
９
０
０
０
人
、
年
間
総
収
入
は

４
億
７
４
０
０
万
円
で
、
奥
三
河
の
観

光
ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
地
域
観

光
の
案
内
を
し
つ
つ
、
地
域
産
物
を
主

と
し
た
物
販
と
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ
ー

を
そ
ろ
え
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　
ま
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
高
速
道

路
一
時
退
出
の
社
会
実
験
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
い
、
利
用
数
や
問
題
点
な
ど

を
調
査
し
ま
し
た
。

●
11
月
14
日　
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
木
曽
川
や
中
山
道
の
地
域
資
源
を
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
活
用
し

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
計
画
を
ス
タ

●
11
月
10
日　
沖
縄
県
那
覇
市

議
会
改
革
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入

　
那
覇
市
で
は
、
議
会
改
革
推
進
組
織

と
し
て「
議
会
改
革
部
会
」で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
と
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
、「
広

報
参
画
部
会
」
で
議
会
報
告
会
の
開
催
、

「
政
策
検
討
部
会
」で
は
議
員
提
案
の
政

策
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
視
察
で
は
、「
め
ん
そ
ー
れ
那
覇
市

観
光
振
興
条
例
」
制
定
ま
で
の
取
り
組

み
や
第
五
次
総
合
計
画
基
本
計
画
素
案

に
対
し
て
議
会
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
議
会
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
は
特
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を

議
員
全
員
が
協
議
し
決
め
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
等
の
導
入
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。

●
11
月
11
日　
沖
縄
県
南
城
市

議
会
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用

　
南
城
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入

に
つ
い
て
議
会
や
庁
内
の
会
議
で
使
用

す
る
紙
資
源
の
削
減
、
会
議
事
前
準
備

等
の
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る
目
的
で
、

にぎわう道の駅もっくる新城の様子

ＩＣＴ化が進む那覇市議会

先
進
事
例
か
ら
運
営
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
会
改
革
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
先
進
地
に
学
ぶ

議
会
運
営
委
員
会

調
査
報
告

調
査
報
告

所 管 事 務 調 査 報 告
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昭和37年に建設された島田市役所本庁舎

　
以
前
の
「
議
会
改
革
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」
が
提
言
し
た
内
容
や
課
題
等

を
踏
ま
え
、
正
副
議
長
の
選
出
方
法
の

検
証
や
議
会
の
会
議
で
の
情
報
通
信
機

器
の
使
用
、
議
会
報
告
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
議
員
個
人
が
所
有
す

る
情
報
通
信
機
器
を
「
島
田
市
議
会
に

　
当
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
に
与
え

ら
れ
た
大
き
な
権
利
で
あ
る
政
策
条
例

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
市
に
お
け
る
性
質
別
条
例
の
種
類
や
、

策
定
作
業
の
進
め
方
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
る
と
と
も
に
、
理
念
条
例
や

予
算
・
罰
則
を
伴
う
条
例
な
ど
の
作
成

作
業
を
行
う
上
で
の
注
意
点
や
課
題
な

ど
、
政
策
法
務
担
当
を
講
師
に
研
修
を

お
け
る
情
報
通
信
機
器
の
使
用
基
準
」

を
も
と
に
平
成
30
年
６
月
定
例
会
か
ら

本
運
用
す
る
こ
と
、
議
会
報
告
会
で
い

た
だ
い
た
建
設
的
な
意
見
を
事
後
検
討

会
等
を
経
て
政
策
提
言
す
る
こ
と
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
会
議
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

長
に
提
言
し
ま
し
た
。

行
い
、
議
員
が
条
例
案
を
提
出
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
仕
組
み
の

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先
進
事
例
と
し
て
静
岡
県
議
会
の
条

例
制
定
ま
で
の
流
れ
を
視
察
し
、
島
田

市
の
事
務
局
体
制
を
考
慮
し
な
が
ら
、

島
田
市
に
適
し
た
制
定
ま
で
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
、
今
定
例
会
で
報
告

し
ま
し
た
。

議
会
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会

政
策
条
例
制
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
の
経
過
を

中
間
報
告
し
ま
し
た

　
平
成
30
年
２
月
定
例
会
最
終
日
の
３
月
27
日
に
「
島
田
市
役
所
周
辺
整
備
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
は
市
民
に
と
っ
て
利
便

性
の
あ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し
て
重
要

な
施
設
で
す
。
市
役
所
新
庁
舎
等

の
整
備
は
今
後
の
市
の
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
、議
会
と
し
て
も

調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

島
田
市
役
所
周
辺
整
備

に
関
す
る
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】　
大
石　
節
雄

【
副
委
員
長
】　
森　
　
伸
一

【
委

員
】　
杉
野　
直
樹

藤
本　
善
男

村
田
千
鶴
子

伊
藤　
　
孝

山
本　
孝
夫



島田高校放送部の皆さん
「声の議会だより」作成ありがとう！！
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議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】　桜井　洋子
【副委員長】　伊藤　　孝
【委　　員】　大関　衣世　　河村　晴夫
　　　　　　齊藤　和人　　大石　節雄

　茶畑の新芽、大井川の柳、木々の若葉。島田のまち
がもえぎ色に包まれる季節になりました。議会だよ
り63号をお届けします。２月定例会は、17人の議員
が代表質問・個人質問に登壇し市政について活発に
議論しました。議案質疑や各常任委員会の審査では、
新規事業や前年度比で増額や減額になった事業につ
いて、市民のための予算になっているかをチェック
しました。今号も議会の様子を「読みやすく、わか
りやすく」皆さまにお伝えしていきます。

編 集 後 記

部は、先輩からの伝統を引継ぎ校内での放送
やイベントでの司会進行など精力的に活動し
ており、現在は５月に開催されるＮＨＫの放
送コンテストに向けて練習を頑張っていると
のことでした。議会だよりの録音については、
言葉の意味やイントネーションが難しいとの
感想をいただきました。編集する立場として、
若い世代にも読んでもらえるように努力して
いかなくてはいけないと感じました。今後も
よろしくお願いします。

　島田市議会では、目の不自由な方のために議会だよりの音声ガイドを作成、配布しています。３
月16日に、議会だよりの音声ガイド作成に協力いただいている島田高校放送部の皆さんに、お礼に
伺いました。当日は、顧問の森田先生と放送部の生徒２人に迎えていただきました。島田高校放送

議会活動レポート

６月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　　　午前9：30
　常任委員会　午前9：00　午後1：30	

あなたのパソコン・スマホで、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。
日 月 火 水 木 金 土
5/27 28 29 30 31 6/1 2

本会議
（初日）

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（議案質疑）

17 18 19 20 21 22 23

常任委員会
（午前・厚生教育）
（午後・経済建設）

常任委員会
（午前・総務生活）

予備

24 25 26 27 28 29 30

議会運営
委員会

本会議
（最終日）


